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生活科学習活動案
日 時：平成１４年２月８日（金）

５校時
児 童：旭川市永山西小学校２年２組

３４名
指導者：植 村 博 行
活動場所：第二理科室他

１．単元名「大きくなったね」

２．研究との関わり

子どもと共に作る学習計画のあり方
評価を生かした指導の工夫（環境構成の工夫）

３．単元について
（１）単元設定の理由
子どもたちは、生まれてから２年生に至るまで多くの成長をしてきている。一人で
歩けるようになったり、自分でご飯を食べられるようになったり、自分の名前を書く
ことができるようになったりとたくさんの「できるようになったこと」がある。しか
しながら、日常生活において、自分の成長を自覚する機会はそう多くはなく、まして
、 。 、や 自分の成長を支えてくれた人を意識することはほとんどないだろう この時期に
自分の成長をしっかり自覚していくことは重要なことであり、自立への基礎を育てる
ものと考えた。
そこで、本単元「大きくなったね」の学習活動を通して、自分の成長を知り、そこ
には自分を支えてくれた人が存在していたことに気付き、感謝の気持ちを持つことに
よって意欲的に生活していこうとする態度を育てることができると考えた。

（２）児童の実態
本学級の児童たちは、明るく素直な子が多い。低学年特有の些細ないざこざは毎日
のようにあり、元気が良い子が多い反面、物事に自分から積極的に関わっていくこと
ができない児童もいる。また、表現活動に消極的で、自分なりの表現方法で相手に伝
えることが苦手であったり、自分ではあまり考えずに人の真似をしてしまう傾向があ
る。

、 「 」 。生活科に対する意欲は高く ほとんどの子が 生活科の学習が好き と答えている
しかしながら、本単元の事前調査では、自分の小さな頃のようすについて知っている
子が少なく、小さな頃に興味があまりない子も多くいた。また、教わってできるよう
になったことも自分一人でできるようになったと思っている子も多く、そこに周囲の
人の支えがあったことに気付いていないのが実態である。加えて、自分の将来像を描
けない子も数名いる。
そこで本単元を通して、
①自分の成長や周りの人の思いや願いに気付く子
②自分の成長を調べる計画を立て、まとめることができる子
③思いや願いを持ち、自分の未来に夢が持てる子
に育てていきたい。

（３）単元構成
①活動構成
本単元でまず重要なことは 「いかにして自分の成長に目を向けさせるか」と言う、

ことである。
第１次では、調べ活動の導入段階として「赤ちゃんの顔当てクイズ」や「昔の世界
体験」で興味・関心を高めることとした。興味・関心が高まった子どもたちは、意欲
的に自分の周りの人に幼かった頃の様子を聞いたり、自分が使っていたものを調べた
りすると考えた。また、調べ活動の計画表を作成することにより、円滑な調べ活動が
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行えるであろう。そうした調べ活動をしていく中で、自分が多くの人の支えや願いの
もとに成長してきたことに気付くことができるであろう。
第２次では、お世話になった人たちに感謝の気持ちを伝えるため 「大きくなった、

よ集会（仮称 」を設定し、自分たちの成長を見てもらい、そこで成長を認めてもら）
う。また、単元の終末では保護者から励ましの手紙をもらうことによって 「３年生、
になっても頑張ろう」とする意欲的な態度が育てられると考えた。

②環境構成
「赤ちゃんの頃の写真」や「幼い頃に使っていたもの」を用意し、活動で使用した
後も、教室に展示・掲示するなどして常時「昔の世界」に浸れる環境を作っていきた
い。特に「昔の世界体験」に関わっては、触る、飲む、遊ぶ、比べる等の活動が多く
できるようなコーナーを用意し、昔の世界に浸れるようにしたい。
こうした環境を整備するためには家庭や関連機関との連携が必要不可欠であるの
で、連携を図りながら活動しやすい環境を整えていきたい。

４．単元の目標
（１）総括目標

これまでの自分の成長を振り返り、そこには多くの人々の支えがあったことに気
付くとともに感謝の気持ちを持つ。また、成長の自信や支えてくれた人の励ましを
もとに自分の未来に夢が持てるようにする。

（２）観点別目標
＜関心・意欲・態度＞
・体験活動に進んで参加し、自分の成長の様子を意欲的に調べようとする。
・自分の成長を自覚し、思いや願いを持って３年生になっても頑張ろうとする。
＜思考・表現＞
・調べ活動の見通しを持ち、ある程度の調べ計画を立てることができる。
・自分で調べた成長の様子を、自分なりの表現方法でまとめようとする。
＜気付き＞
・生まれてからこれまでに多くのことができるようになったことに気付く。

、 、 。・自分の成長には 家族や周囲の人の思いや願い 多くの支えがあったことに気付く

５．単元構成
単元の時間配当

①自分の小さい頃の様子を調べよう・・・・・・・・・・・・・・１０時間
・写真を見て、昔の自分を思い出そう・・・・・・・・・・ １時間
・タイムドアを開けて、昔の世界に行こう・・・・・・・・２時間（本時２１６）/
・自分の小さい頃の様子を調べよう・・・・・・・・・・・ ２時間
・調べたことをもとに 「自分の昔話」を作ろう・・・・・・３時間、
・ 自分の昔話」の発表会をしよう・・・・・・・・・・・・２時間「

③お世話になった人にお礼をしよう・・・・・・・・・・・・・・４時間
・ 大きくなったよ集会（仮称 」の準備をしよう ・・・・・４時間「 ）
・ 大きくなったよ集会（仮称 」をしよう ・・・・・・・・２時間「 ）
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６．活動構成

赤ちゃんの頃の写真を見てみよう

みんなかわいいね みんな同じような顔をし 自分の小さい頃は、
ているよ こんな顔だったんだ

昔の自分はどんな様子だったのかな？

タイムドアを開けて、昔の世界に行ってみよう！

赤ちゃんの頃は、哺乳 小さい頃と比べて、ずい 幼稚園の制服は、今は
瓶を使っていたんだ。 ぶん大きくなったな 着られないや。

自分が小さかった頃のことを調べてみたいな

調べる計画を立ててみよう

お家の人に聞いてみた 幼稚園の先生に聞いてみ アルバムに小さいとき
らわかるよ。 たいな。 の写真があったぞ。

それぞれの方法で調べてみよう

調べたことをもとに、自分の昔話を作ってみよう

紙芝居を作ってみたい 絵本のようにしてまとめ 模造紙に大きくまとめ
な。 てみよう。 ようかな。

「自分の昔話」の発表会をしよう

色々な人にお世話になって大きくなったんだ
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お世話になった人に何かお礼ができないかな？

お手紙を書いて、お礼 教えてもらった外国の遊 子ども広場で作ったゲ
の気持ちを伝えよう。 びを教えてあげよう。 ームで楽しませよう。

「大きくなったよ集会（仮称 」の準備をしよう）

「大きくなったよ集会（仮称 」をしよう）

みんな喜んでくれた 前の集会よりも上手に説 「さすが２年生だね」
よ。 明できたよ。 と誉められたよ。

お家の人からお手紙が来たよ

３年生になっても頑張るぞ！

７．前時の活動
（１）目標

・ 昔の世界」の活動に意欲的に参加しようとする （興味・関心）「 。
・小さかった頃の世界を「もの」媒体として体験することにより、当時の様子を思
い出し、様々なことが変化してきた事に気付く （気付き）。

（２）本時の展開（２／１６）

予想される子どもの活動 教師の支援（○）と評価（●）

①前時学習の想起
・自分たちの赤ちゃんの写真を見たよ

②本時の課題を知る

タイムドアを開けて、昔の自分に会いに行こう
○体験活動をする際の、約束事を確認す

③タイムドアを開ける る

④昔の世界を体験する ○できるだけ多くのコーナーを回るよう
昔の世界①～赤ちゃん期～ 促す
◎赤ちゃん（人形）と自分の手の大きさ ●赤ちゃん期と今の自分の違いに気付く
を比べる ことができたか
◎哺乳瓶を触ってみる ●意欲的に活動しようとしているか
◎赤ちゃん歩き体験（ハイハイ） ○赤ちゃん期のエピソードを掲示する
◎赤ちゃん（人形）と２年生の身長・体
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重を比較する
◎赤ちゃん抱っこ体験（人形）
◎赤ちゃんの服と今の服を比べてみる

昔の世界②～幼少期～
◎三輪車や車のおもちゃ
◎幼稚園での遊びをする
◎絵本のコーナー
◎幼児期の服と今の服を比べてみる

⑤「昔の世界」に行ってみて気付いたこと
や感想を書く ○できるだけ多くののコーナーを回るよ
・幼稚園の制服は小さかったよ う促す
・赤ちゃんの人形は軽かった ●幼少期と今の自分の違いに気付くこと
・絵本を見て懐かしかったよ ができたか

●意欲的に活動しようとしているか
○幼少期のエピソードを掲示する

⑥次時の予告を聞く
＊もう一度昔の世界を体験する

（３）評価
・ 昔の世界」の活動に意欲的に参加しようとしたか （興味・関心）「 。
・小さかった頃の世界を「もの」媒体として体験することにより、当時の様子を思
い出し、様々なことが変化してきた事に気付くことができたか （気付き）。

８．本時の活動
（１）本時の目標

・ 昔の世界」の活動に意欲的に参加しようとする （興味・関心）「 。
・小さい頃を調べるある程度の見通しを持ち、計画表を作ることができる。

（思考・表現）
（２）本時の展開（３／１６）

予想される子どもの活動 教師の支援（○）と評価（●）

①前時学習の想起
・昔の世界を体験したよ

②本時の課題を知る

タイムドアを開けて、昔の自分に会いに行こう

③タイムドアを開ける ○体験活動をする際の、約束事を確認す
る

④昔の世界を体験する
昔の世界①～赤ちゃん期～ ○できるだけ多くののコーナーを回るよ
◎赤ちゃんと自分の手の大きさを比べる う促す
・赤ちゃんの手はとても小さいな ●意欲的に活動しようとしているか
◎ミルク飲み体験 ○赤ちゃん期のエピソードを掲示する
・ミルクってこんな味だったのか
・哺乳瓶では飲みづらいな
◎赤ちゃん歩き体験（ハイハイ）
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・赤ちゃんの頃は、手も使って歩いてい
たんだ
◎赤ちゃんと２年生の身長・体重を比較
する
・大きくなったんだなぁ
・赤ちゃんの頃よりも、ずいぶん重くな
ったんだな
◎赤ちゃん抱っこ体験（人形）
・赤ちゃんの頃はこんなに軽かったんだ
◎赤ちゃんの服と今の服を比べてみる ○できるだけ多くのコーナーを回るよ

う促す
昔の世界②～幼少期～ ●意欲的に活動しようとしているか
◎三輪車や車のおもちゃ ○幼少期のエピソードを掲示する
◎幼稚園での遊びをする
・歌遊びは楽しいな
・幼稚園の頃は積み木遊びが好きだった
な
◎絵本の読み聞かせ
・お話が短いな
・字がとても少ないよ
◎幼児期の服と今の服を比べてみる

⑤小さい頃のエピソードを聞く ○掲示している以外の興味を引きそうな
・そんなことがあったのか エピソードを紹介する

（ 、 ）・本当にそうだったのかな？ ビデオやテープ お母さんからのお話

⑥自分たちの小さい頃を調べる計画を立て
よう ○調べ活動への見通しを立てさせる
◎いつのことを調べるのか ＊いつ頃の自分について調べるのか
・赤ちゃんの頃の様子 ＊どんな方法で調べるのか
・幼稚園の頃の様子 ・人に聞いて
・自分が生まれてきた時の気持ち （どうやって誰に何を聞くのか）
◎どうやって調べるのか ・ものを集めて
・人に聞いて （どんなことがわかるのか）
・ものを集めて ＊調べたことをどうまとめるのか
◎調べたことのまとめ方 ・アルバムのように
・アルバムのように ・絵巻物のように
・絵巻物のように

○教師の成長をまとめたものを提示する

⑦次時の予告を聞く ●小さい頃の自分の様子を調べてみよう
＊自分の小さい頃の様子を調べる とする

（３）評価
・ 昔の世界」の活動に意欲的に参加しようとしたか （興味・関心）「 。
・小さい頃を調べるある程度の見通しを持ち、計画表を作ることができたか。

（思考・表現）


